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　Acomputer 　system 　fbr　delivering　drug　informatjon　leaflets　for　patients　has　been　inlroduced　at

Hokkaido　University　Hospital．　This　 system 　can 　print　out 　the　trade　name ，　color　picture．　dosage

and 　administration ，　 efficacies
，
　 symptoms 　 of 　side 　 effects ，　and 　directions　at　the　time　of　taking

medicine 　can 　store 　about 　l，400　items，　The　jnformation　regarding 　the　efficacies　and 　symptoms 　of

side 　effects 　was 　careh 亅lly　reviewed 　beforehand　by　medical 　doctors．　These 　information　teaflets　 are

now 　provided　to　out −patients　under 　instructions　from　medical 　doctors．

　Evidence　thus　far　suggests 　that　these　teaflets　produce　 a　favorable　impression　 on 　patients　for　a

safety　and 　a　proper　use　of
　medicines ．

　Key　words
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は じ め に

　薬剤師法が改正 されて ，情報提供義務規定 （25

条の 2）が 明記 された こ と に伴 い ，病診薬局お よ

び保険調剤薬局は情報提供業務体制を早急に整 え

る 必 要が あ る ．凵本病院薬剤師会 （日病薬）で 作

成 し た患 者等 へ の 薬剤情報提供の 進め 方 （答 申

†　　札幌市北［）（北 】4条酉5丁 目 ；North　14west　5，　 Kita−

　　ku，　Sapporo．06D−｛〕814　Japan

書）に よる と，「当面は基本情報の 提供 を十 分 に

行い ，医師等との 連携が とれ次第，有効性情報 ，

安全性情報に つ い て もで き得 る限 り早急に提供で

きるよ うに 努め る こ と が 望 ま れ る．」と して い る

（表 1）．

　 したが っ て ，有効性 ，安全性情報 に つ い て は ，

医師 ，薬剤師間で 情報内容に つ い て十分 な意思 の

疎通を図り，情報の違 い による患者側の 混乱を防

ぐこ とが大切で あ る．また ，医師 ，薬剤師の 連携
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表 1 ．患者等へ の 薬剤情報提供の 進 め ／i （答申書）

提供すべ き情報の 種類

A ，基本情報 （薬剤師が 確定的 に 判断で きる情報）

　薬 品 名及 び関連情報 （成分名 ，識別 コ
ー

ド，色調 ，

　形状等も含む ）

　用法 ・用 景

　服用上の 留意事項 （外用 薬 ・注 射 薬等 も含む ｝

　保管上 の 留意事項

　 薬 価

B ．有効性情報 （確定的 に は 医師 の 1｛li断 が 必 要 な情

　報）

　効能 ・効果

C ．安全性情報 （薬剤師が独自に判断 で きるが ，提供

　に あ た っ て 医師 との 十分な連携が必 要 な もの ）

　
．
重大 な副作用

　その 他の副作用

　生活 hの 留意点

は ，患者臼らが 自分 の 薬物療 法に 積極 的に 参加

し、か つ 薬剤に よる被害を回避する本来の 目的，

すな わち医薬品 の 適正使用 を達成 させ るため に も

極 め て 重 要な ス テ ッ プ と な る．

　
一方，診療報酬の 改訂で処方料中の 薬剤情報提

供加算 （5点）が削除 され，別途薬剤情報提供料

（7 点）と し て新設 され た こ とか ら，情報提供 に

は オ
ー

ダ リン グ シ ス テ ム と連動 し た情報提供 シ ス

テ ム が有効 と考えられて い る
1−1．

．こ の ような背

景をもとに北海道大学医学部附属病院薬剤部 （以

下 ， 薬剤部）で は ，平成 9年 4 月か ら の 改正薬剤

師法施行 と同時に 日病薬の 答申書に基づ き，口 頭

に よる説明を継続 し て行 っ て きた．さ ら に 同年 9

月よ り情報提供シ ス テ ム を稼働 させ ，卞に外来患

者を対象に 文書 によ る情報提供 を開始 し た と こ

ろ ，患 者，医師よ り良好な評価を得 る こ とがで き

た こ とか ら，本情報提供 シ ス テ ム の 構築方法 とそ

の評価に つ い て 報告する．

方 去

1 ．情報提供の 種類 ，収集，校閲，整理

　提供する薬剤情報の種類は ，処方内容 （薬剤 ．

用 法．用量），薬の 画像，効能 ，副作用 ，使用 卜

の 注意 ，保管 ヒの 注意および
一

般的な注意事項 と

し た．

　こ の う ち ，効能 ，副作用 ，使用上 の 注意，保管

トの 注意事項の 作成 は薬剤個 々 に 医薬品 添付文

言，イ ン タ ビ ュ
ー

フ t 一
ム ．製薬企業作成の くす

りの しお り，服薬指導関連書籍等を参考に した．

こ れら個 々の 情報デ
ー

タ は薬剤部内で 統
一
し た表

現 に まとめ原案と し た．

　 1）効能

　適応症 に対 し て は 「…の 薬で す」1 また ，適応

外使用 に 対 し て は 「…の作用 もあ ります」と表現

する こ と と し た ．さ らに ．特定 の 診療科の み で 用

い られる薬効は ，特殊薬効と し て 各診療科で 記載

す るよ う に依頼 し た ．

　 2＞副作用

　重大な副作用 に つ い てはすべ て を記載 し ，か つ

そ の初期症状を分か りやすく表現する こ とを基本

と した．

　 3）医師に よ る校閲と整理

　院内で の コ ン セ ン サ ス を得 るため に ，科長会

（院長，各診療科長 ，中央診療部長 ，薬剤部長 ，

看護部長 ，事務部長等参加）で 薬剤師法改正に 伴

う情報紙提供の 了承を得た 後，校閲用 に全薬剤 の

データ をとりまとめ ，医師に校閲を依頼 し た ．薬

剤数が相当数 （約 1400品 目）に の ぼ るため ，各科

で の 使用頻度が 高 い 薬剤を 中心 に校閲 を依頼 し

た．ただ し，校閲もれを防 ぐため 1薬効分類に対

し て 最低 3科以上で校閲が受け られ るよ うに薬効

分 類指定 を行 い 配布 し た．校閲後の デー
タ （文

言）は 薬剤部内で 形式 ・表現 を統
一

しす べ て を

コ ー
ド化 した．最終的に これを各薬剤毎に とりま

とめ薬剤情報デー
タ を完成 させ た．

2．シ ス テムの構成

　 当院で は ，平成 ブ亡年よ り処方オ
ー

ダ リ ン グ シ ス

テ ム が稼働 して お り，その 後 ，重複投 与や相彑作

用をチ ェ ッ クする処方構築シ ス テ ム や 調剤 支援シ

ス テ ム の 導入等の 改良を加 えて きた
5 〕

，オ
ーダ リ

ン グ シ ス テ ム は，ホ ス ト コ ン ピ ュ
ー

タ と し て

NEC 　 ACOS 　3600／8 を，端末は S3100 系 WS を使

禰

A
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A

用 し，ホ ス トで 相 ：々作用 ．重複投与等の チ ェ ッ ク

を行 っ て い る ，当院の 調剤支援 シ ス テ ム （（株）

トーシ ョ
ー）はホ ス トか ら の処 方データ をサ ーバ

に取 り込み ，錠剤分包機 ，散薬秤量 ，最終監査 ，

情報提供 ，お薬手帳用 にデ ータ を管理 し て い る

（図 1）．

　シ ス テ ム で 使用 し て い る コ ン ピ ュ
ー

タ卓は ，

NEC 　PC−98シ リ
ーズ で ，利用す る処理能力に よ っ

て バ ージ ョ ン が 異な る．また ，ソ フ トは「TOSHO

解析処理 Ver 　2．0」 を使用 して い る．

　情報提供用紙 「お 薬の 説 明書」発行 の 可否は ，

医師の 指示 に 従 うもの と し ，処方オ ーダ リン グ シ

ス テ ム に お い て 処方登録す る際に T 「情報提供す

る （Y ），しな い （N ）1 で 選択する こ と と した （図

2）．

　こ の 際 ，「薬剤情報提供料」の 請求指示 が そ の

まま医事課 に 送 り込 まれ る た め算定 も容 易で あ

る，算定は月に
一
回と限 られて い るため （処方内

容に 変更が あればそ の 都度）．同
…

月に 処方内容

に変更が な い 場合に は 自動的に発 行 され な い シ ス

テ ム と し た ．「お薬の 説明書」の 発行に 使用 し て

い るプ リ ン タ ーは
，

カ ラー
レ
ー

ザ
ービー

ム プ リ ン

タ （キ ャ ノ ン COLOR 　LASER 　SHOT 　LBP −2030）

を 2台使用 し，交互に 自動出力 させ て い る，出力

に要する時間は ， 1枚当た り約40秒で あるた め ，

発行に よる患 者の 待 ち時間へ の 影響は な い ．ま

た ，出力後の 処方変更等に 対処す るた め ，処方指

定に よ る任意発行 も可能 と した，

3 ．提供の 方法

　「お薬の 説明書」は患者に薬 と同時 に 手渡 して

い るが ，渡 し漏れがな い ように処方箋 Lの 提供可

否 の 記載 を監査時 に チ ェ ッ ク し て い る （図 3 ）．

「お薬の 説明言」を渡す際 に は ，初回 の 場合は説

明書の 記載事項 を説明 し t 二回 目以降は記載 され

尸

魁方麗儒

剛 量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 塾 方λ 力 鱈紊
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図 1 ．調剤攴援シ ス テ ム 構成
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9900088 　 薬 剤 部

★ ★　 処
専 用 患 者 1064

方 オ　 ー一　 ダ

27歳　1月
★ ★　　　 北 大　　　　　97．12．012

男　 　 　 神 経 内 科　 外　 来
凡

一
（　 認 ）

Rp 　　 L ＿−971201 → 　　
一
　　　　　　 で　　。　 岡　　　　 ．し　　 マ

1 マ ド バ ー錠

　 3X 食 後
Rp ）　 2＿＿＿971201

　3　 錠
14 日 分

1 ユ ーロ ジ ン 錠
　 lx 寝 前
Rp ）　 3−一＿9712012mg

　 工　 錠
14 日 分

1 セ デ ス G 顆 粒

　 痛 い 時
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回 分

薬 剤 胃 報
寓
　、行 う　匚Y ］ 行 わ な い ［N ］　 ； Y

BR 魑 　 　 く英 数 〉

20 ： 18：52

，諞 コ
ー

A

図 2．情報提供指示画面

て い る副作用を中心 に そ の 有無を確認 し，そ の 徴

候が あれば診療科に 報告する よう指導 して い る，

　なお こ れとは別 に，平成 9年ll月か らは ，同時

に 「お薬手帳」 と 「お薬手帳用ラ ベ ル」 も提供 し

て その 利 用を推奨 して い る．「お薬手帳」は，北

海道薬剤師会が発行 して い るもの で ，全患者に渡

し て い る．

4 ．提供内容

　 1）お薬の説明書の 構成

　「お 薬 の 説 明 書」は．患 者 氏 名，患 者ID 番

号，性別 ，受診料名 ， 受診日，処方医師名，薬剤

引換番号 を基本情報 と し，処方 内容 に し た が っ

て ，処方番号 ，薬剤画像 ，薬品名 ，用法，
一

回服

用量 ，効能，副作用 ，使用 kの 注意 ，保管上の 注

意を薬剤情報 と し た．さらにす べ て の 患 者に共通

する
一

般的な注意事項を用紙末尾に表記 し た （図

4 ）．

　 さらに ，患 者に注意を促すこ と を期待 し て 「服

用前に 必ずお読み 下 さい 」の 見出 し も加 えた ．ま

た ，特定診療科で の み期待する薬効や適応外の 効

果は ．特定の 診療科で該当薬剤が処 方され た場合

にの み効能の 欄に表記 され る様式に し た，

　
一般的注意事項の 内容は ，患者が相互作用や 記

載以外の 副作用 の 出現 に も目を向ける と同時に ，

過敏症や妊婦に対 し て も注意が喚起 される ような

文章 に した．

　 2）薬剤デー
タの 構成

　すべ て をコ ード化 し た薬剤情報の デ ータ は ， 1

コ ー
ド40文字以内で構成 されてお り，各薬剤に該

当する コ ード内容 が表示 され る形式 に な っ て い

る，デ
ータ の 構成 は表 2 に 示 す各 コ ー ド と 画像

フ ァ イ ル か ら な っ て お り，シ ス テ ム 上 で は コ
ー

ド

の 分類毎に別 フ ァ イル で 管理 して い る （図 5 ）．薬

品情報 マ ス タ ーフ ァ イル で は ，表示薬品 名，画

像 ，各 コ
ー

ドの 割 り当て を行い ，薬効 ，副作用 ，

使用 Lの注意，保管上 の 注意 の 各 マ ス ター
フ ァ イ

ル では ，コ ー
ドの 内容 を管理 し て い る．

　 3 ）薬剤デ ータ の 内容

　薬効の 表示順は ，適応症 に 対する効果 ， 実際に

使われて い る適応 外の 効果，診療科特定の 特殊薬

効 と し た，

　 副作用は ，添付文書にある重大 ・重篤な副作用

の 初期症状 と頻度の高い副作用症状 とし，か つ 患

者がそれ を見て自覚 で き得 る表現 とした ．高頻度

魚
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牝，菊道 大 学 医 学 部 附属 病 院

図 3。処方箋 ltの情報提供可否の 印字

の 副作 用 は 「
〜の 症 状が 現 れる こ とが あります」

と し て 副作用 の 先頭 に ，ま た 重大 な副作用は ，

「以 Fの 症状 に気づ い た と きは ，医師 ・薬剤師に

申し出て下 さい 」の 定型句の次 に そ の 初期症状 を

表示 した．

　副作用 の デ
ータ をコ

ー
ド化する に あた っ て は ，

副作用の種類 （表 3 ，分類の 項）に特有 な症状 あ

る い は初期症状 を種々 に 複合 させ た り，また
一

部

削除する等 し て コ ー ドを作成 した ．

　使用 ltお よび保管上の 注意に か ん して は ，基本

的な注意事項がすで に稼働中の オ ーダ リン グ シ ス

テ ム に よ り薬袋ラ ベ ル に印字 され る た め ．特に注

意を要する もの に限 っ て 「お薬の 説明書 」に も記

載され るよ うに した．

　 4）薬剤データの 校閲

　内容にかん して は ，医師の 校閲に より1383品 凵

中482品 目（約35％）が変更に な っ た ．薬効 に つ い

て の 校閲例 を図 6 に示 し た ．図 中，催眠 ・鎮静剤

で は 使 い 分け を意図 し た表現 に な っ てお り，短時

間作用型 の エ バ ミー
ル ，レ ン ドル ミ ン は 厂寝つ き

N 工工
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お 煮の説鰐藷旨 躍嬲 タだ 必ずゐ1誘み 済甘 5り

外 裝

引換券番号
．

診蝦科

lD

患〜｝氏名

229

神経 内科

99000SB

薬剤部 　専用患者 1 様

　 　　1 ／ 1
1997｛ri2月05日

　 性”1：男

処方医師 ： 北 大　 ドクタ ー

薬品 名 ／ 用法
・
用撒

．二：π ＝
71
＝ 罵 ：＝ ＝：　7；．：．t1

Rp、1

蕊鰺囀 蝋 冒
｛

藩
能

作用

　　1回　　1 錠 　　　　　　　　　毎食畿

筋肉の こ わば りを改善す る薬で す
パ ーキ ン ソ ン肩の 諸症状 を改善す る薬 です

立ち くらみが現れるこ とがあ ります

以下の症状に気づ い たと きは ．医師 ・薬剤朗 に 申 し出て下 さい

発熱、脈が速 く な る、手 足に 紅 い あざができる．の どの 倆み 、皮膚や白 目が黄色 くなる

岡の痛み
・
もたれ、食欲低下．胸やけ 等

｛

使用．七注意 ：眠 気を催す こ とがあ るの で注恵 して下さい

　　　　　　この 薬を服用す る と 、尿 や汗
・
唾液 が際っ據 くな るこ とがあり ます

Rp，2
　 錠　2mg

　　 1回　 1 錠　　　　　　　　ね る箭

眠 りを深くする薬です

以下の症 状に 気づ い たと きは ．医師 ・藁剤師に申 し出て下 さい

頭 痛、め まい 、ふ らつ き、体 がだるい 等

　　　　　　　　 日中に 眠気を催す こ とが あるので沈意 して くだ さい

Rp．3
“　　

』
塩照

襯 ド
”

讖．
・
轄 ご窶

　　　 セ デス G 黷粒

　　　　　　　　　　　 1 回　　1　包 　　　　　　　　　 痛い 時

鞭舗 ：豢宰識二聯朧：；灘 。。鰰 、出。 下、 、、’一｛pmtu
　　　　　　胸が蕾 しL丶 ふ らつ く．冷や 汗など

　　　　　　　　　 彎の 充血 、ロ内炎、皮膚 が輒 くなる、皮膚の 灼熱感と痛み等

　　　　　　　　　 息 苦 しい、噴htetく、ぜいぜい しておさ まらない 等

　　　　　　　　　 手足に 紅い あ ざがで きる、鼻や働 ぐきか ら出血す る、躍 に 血が混 じる等

｛

●飲み あわせ を して は い け ない 篥もあ りますの で、他 に服 用 して い る 薬があれば、
　診察時に 申し錫て くだ さい

● こ こ に あげた藁の鋤 作用は 、飩用 され た方に必ず堤れ るとい う もの で は あ り ませ ん

● 薬を飲 ん で 、発疹 ・か ゆみ などが現れ た場合、す ぐに 申し出て下さい

●紀載してある副 作周以外に も、人に よ って様 n な症状 が出る塔 合があ り ます。
　お 瓢づ きに な りま した ら．す ぐに 医師 または薬削衝 に 申し出て 下さい

●妊娠 中に飲 んではい け ない 薬もありますの で、妊娠 の可能性 の ある方は医飩に 中し出て下さい

● その 他．薬に つ い て ご質問の あ る方 は．遠慮な くご相誠下 さい

北 梅道 大学底 学離附属崩院　薬剤部　電話 Oll−7i6−il61 内線 5685，5686

図 4 ，お薬の 説明書

をよくす る薬です」の表現 の ま まで あっ たの に対

し ，中間型 ・長時間作用 型の ユ
ー

ロ ジ ン ，ベ ノ

ジ ー
ル は 「眠 りを深 くする薬で す」の よ うに校閲

を受けた．情報提供 に対する医師の 関心度 ，協力
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表 2　情報提供用薬剤 データ構成

レ コ ード名 称 内　 　 　　 　 容

ホス トコ ード ホ ス ト藁剤コ ード （7桁 の数字）

薬品 名称 ホス ト登録名称

薬効 コ
ー

ド 1 薬剤に 最大 5 レ コ ード

診 療科 コ
ー

ド 特蘇藁効の 対象科 （1薬剤 に最大 5診療科）

特殊薬効 コ
ード 科独 自の 使用方法 ・適用外使用 （1 診療科 に最大 5 レ コ ード）

副 作用 コ
ー

ド 1 藁剤 に最大 5 レ コ
ー

ド

使用上の 注意コ
ー

ド 1薬剤 に最大 3 レコ
ード

保管上の 注 意 コ
ー

ド 1薬剤 1 レ コ
ード

戸

図 5，シ ス テ ム 上で の デー
タ管理

N 工工
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表 3 ．副作用
．．・

覧

コ
ー
ド 内　　 容 分　　類

SOOOO1 目が痛む、視力が低下する等 緑内障， 眼圧亢進

SOOOO2 けいれん、頭痛，不安感、注意力が 低下 す る 等 間代性痙攣、 昏迷、錯乱

SOOOO3 体が だる い、ね む い、便秘、多飲多尿など 高カル シ ウム 血症
SOOOO4 皮膚が 紅くなる、皮膚の 灼熱感と痛み等 Lyell（中毒性表皮壊死症）
SOOOO5 手 足 の しび れ ．筋肉痛、体が だる い 、 尿が赤い等 横紋筋融解症＋ 偽 アル ドス i

SOOOO6
発 熱 、筋肉痛、関節痛、息苦しい、冷や汗が出る

、気分が悪くく らく らする等
鉄欠乏性貧血 ＋SLE（全身性二

SOOOO7 発熱、皮膚が紅 くなる、 水ぶ くれ、かゆみ等 接触性皮膚炎＋二 次感染症

SOOOO8 皮膚に点状の 内出血また は紫斑がで る等 TrP（血栓性血小板減少性紫

SOOOO9 発熱、血圧低 下、激しい咳 、 尿量の減少など 感染症

SOOO10
発熱、血圧低下、激し い咳、尿量の 減少、けい れ

ん、皮膚が 紅くなる等
感染症 ＋中枢神経障害＋腎陶

SOOO 　11 味が分 か らなくなる、発熱、の どの 痛み、体がだ

る い、皮膚が 紅くなる、尿量 の 減少など
昧覚異常＋ネフ ロ

ー
ゼ症候覇

SOOO12 頭痛、めま い．しびれ感、けい れん、意識障害、
運動麻痺など

神経障害＋中枢神経障害

SOOO13 け いれ ん、慧識障害、運動麻痺 な ど 中枢神経障害

SOOO14
頭痛、運動失調、意識障害、 ふるえ、筋肉の こわ

ばり、急 な 激 しい 腹痛、吐 き気など
膵炎 ＋神 経 へ

’一
チヱット病症状

SOOO15
体 が だ る い、便が黒くな る、尿量の 減少 、 顔や手

足 が む くむ、関節痛など
．急性腎不全＋HUS（溶血性尿

SOOO16 発熱、 リンパ 節が腫れる等 …リンパ 腫

SOOO17
血尿が 出る、尿 の 回数が増え る、尿が 濁る、排尿

時に痛みがある等
出血性膀胱炎

SOOO18 激 し い腹痛、下痢など 腸炎

蠅

A

A

心臓 の働 きを強め 、脈拍を正常にする薬です → 心臓の 働きを強め、頻脈を卸え る薬です

蠅

心臓の 発作 を予防する薬です
一 → 狭 心症 の発作 を予防す る薬で す

pm

女性ホルモ ンを補 い．それ に伴 う症状を　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ レ

mm
　（神経内科のみ ）

　 　 手や指 の ふ るえ、筋肉のこ わばりを改 曹する薬 です →

・脚 ・ ・… S・ ンス ・凱 不正 ・血や ・・韲 ⊃

パ ーキン ソ ン病 の 諸症状 を改醤する薬です

幽
（中間型 ・長時間型 の

一
邵）

（特殊蘂効として追加〉

寝っ き をよ くする （よくした り） ・　 一 圏 ■ ■ ■ ■ rlレ

　　　 図 6 ．

眠 りを深 くする 〔した り）

校閲後の 変史例（薬効）
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〔

度が高 い こ とを示す事例で ある と同時に ，示唆に

富む校閲例と い え る ．

　また ，特殊薬効が 追 加 さ れ た 薬剤は 153品 目に

もお よび ，これに よ っ て 薬剤選択とそれに よる治

療 目的が 十分 に 反映 された情報提供用紙 とな っ

た．特殊薬効表現例を表 4 に示す．

　　プ∫、副作用 の 表現 例で は 解熱鎮痛 剤の 「発

熱」や催眠
・鎮静剤の 「異常な興奮」な どは削除

された，また ，精神神経科用剤の よ うに副作用症

状が 多い もの は その 表現 が簡略化 され ，患者の 混

乱 や 不安 を招 く表現 が 減 少 し た （図 7），さ ら

に ，診療経験に 基 づ い て 消化器症 状な どが追加 さ

れ た例 もあ っ た ，な お ，使用 ヒの 注意 ，保管 ヒの

注意に か ん して は ，日病薬の 指針に あ るように 、

薬剤師が 独立 し て 提供で きる情報で あ る こ とか

ら，医師の 校閲を受け て い な い ．

　以 Eの よ うに し て 作成 し た稼働時の コ
ー

ド数

は ，薬効が420，科別 特殊薬効が 48，高頻度の 　
・

般的副作用 が68，重篤な副作用が389，使用上 の

注意が 79，お よび保管上 の 注意が 12コ ー
ドで あ っ

た．

　画像データ は ，デ ジ タ ル カ メ ラ で撮影し た もの

を加一1：（384× 288ピ ク セ ル ） L ，ビ ッ トマ ッ プ

（BMP ） フ ァ イ ル 形式 に して 1薬剤 1 フ ァ イ ル で

管理 し て い る．

5 ．薬剤デー
タ管理

　薬剤データ の 管理 は ，デ
ータ を統 ．・し コ ード化

す るの に用 い た デ ータ ベ ース ソ フ トフ ァ イル メ
ー

カ
ー ・ProVer　3．0」（Clari諮 ll製）で行 っ て お り，

デ ータの 追加 ・変更へ の 対処が 簡便に で きるよ う

に な っ て い る，「ダ イ ア モ ッ ク ス 錠」 を例 に 管理

し て い るデ ータ の 作業画面を図 8 に 示す．図中，

診療科 コ ードの 「08」は 産婦人科，「09」は 眼科 ，

「1〔｝」は小児科，「11」は耳鼻咽喉科に該当する．

ま た ，全薬剤の デ ータ を紙面に 出力 した もの を

「薬剤情報提供用薬品 マ ス タ ー」 と し て フ ァ イリ

ン グ して ，内容をい つ で も閲覧で きる よ うに して

い る．画像データ は ，デ
ータ

’
＃tt．が 大きい ため シ

ス テ ム ヒで管理 されてお り 1 色調な どの 修正 も画

像処理 ソ フ ト 「Photoshop　Ver　4．0．1J」（Adobe 社

製）を用 い て容易に行 う こ とが で きる．

結果と考察

　シ ス テ ム 稼働後 の 「お薬 の 説明 書」 の 発行率

は 、院内処方に よる全外来処方箋発行枚．数に対 し

て ，9 月が 50．7％ ，10i’1が47．4％で あ っ た ．処方

内容に変更がな い 患者
’
が 40％以⊥で あ り，さらに

本用紙は 同
一
月内の 同 処 方 には 発行 されない こ

尸
表 4．特殊薬効表現 例

対 象 薬 剤　　 　 　　 　　 　　 　 効　能　表 現 　　　　　　　　　　　診療科　　　　　　　　　　特 　殊　薬 　効　表　現

セ ル シ ン 寝っ きをよくした り．不安や 緊 張 をや わ らげる 薬で す 麻 酔 科 筋肉の 緊張をほ ぐす薬で す

シ ンメ トレル 脳の 働きを活発に し．意 欲を高 め る薬 です

筋肉の こ わば りを改醤する薬で す

神径内科 パ
ー
キ ン ソ ン病の 瞳症 状 を改 養す る累 です

パ
ー

ロ デル 手や指の ふ る え．筋肉 の こわ ばりを改 蕎す る薬です

ホル モ ン の過剰をを抑え、種 々 の 症 状 を改 善す る薬 です

神経内科

精神神経科

産婦人 科

パ ー
キ ンソ ン病の 瞳症 状 を改 醤す る藁 です

気分が 晴れな い 等 、ゆ ううつ な気持 ちをや わ らげる薬です

母 乳が出すぎるの を揮えた り、排卵陣宿を 改普 す る薬で す

デバ ス 気持 ちを落ち蕾かせ、眠りやす くする薬です 神経内科

麻 酔科

麻 酔科

筋肉の緊張をやわ らげる作用 も あ ります

痛み を感 じに くくする作用もあります

筋 肉 の緊 張 をやわ
、
げる作用もあります

サ ン ビロ 録 内障 を 治療 す る粟 で す 眠科 瞳 孔 を小 さ くする作用 もあります

テ オ コ リン 心臓の 働きを強め．むくみをとる薮 で す

気管支 を 拡げて 呼吸を楽にする薬で す

産婦人 科

’ 、

新生児の 無呼吸を改醤す る作 用 もあ ります

　生　の 　　　　　 　 る　　も　 邑

アダラート 血管 を拡げて 血圧 を下げる薬で す 産婦 人科 腹郎の張 リをやわ らげる作用もあります

メソ トレキセ ート 細胞 の異 常な 増殖 を抑 える薬 で す 第二 内科

整形外科

関節の腫れや痛みをやわらげる作用もあ ります

　　の腰 れ や痛み を やわ らげる作用もあ り　す

サワ シ リン 細菌の 発育を抑え る薬です 第三内科 消化性潰瘍 ｝療薬の働 きを助ける作用もあります

ドパ ス トン 筋肉のこ わば りを改養する蘯で す 神経 内科 パ
ー

キ ンソ ン病の諸症状を改醤する薬です

N 工工
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幽

「鞘熱、　…　　 等」 →

r発熟」を削除

「息苦しい ．ぜいぜい しておさまらな

い」 アス ピリン噛息の峩 現を 迫加

催眠
・
釧静剤

r興富 な興雪な ど亅　　■■■■■脚レ 削除

テ グ レ トール

以下の症状に気づい たときは、医師 ・薬 剤師 に申 し出て

くだ さい

轟や曲ぐきか ら出血 する．莞熱 、の どの 痛み，体がだる

い、目の 充血4 ロ 内炎など

皮膚が紅 くなる 、皮膚 の灼熱 感と痛み 、皮膚や自目が實

色くなる．吐き気．嵐切れ等

息苦しい ．か ら咳、齪や手足がむくむ．尿量が 少な くな

る．関飾痛、筋肉痛など

手足の しびれ4 激しい置痛．動悸、脈の乱れ．突然の胸

の痛み ・圧 迫醸 など

→

以下の症状に気づいた と它は．医師 ・藁 剤薗iに申し出て

くだ さい

売熱，口内炎．皮膚が紅くなる、皮膚の 灼熱感と痛み等

めまい．ふらつ き、体がだるい 等
激 しい 頭痛、吐 虐気など

A

遡

眼気を催すこ とがあります

自がか すんだ り．二 重に見え るこ とがあります

以下の症状に気づいた と奮は 、阪師 ・薬 剛師 に申し出て

くださ い

鷺熱、頻賑、筋肉の こわばり、ロ の まわ りの動虐がいつ

もと違う等

激 しい腹痛 ．食欲不振．脱力感．けいれ ん．皮膚 や 自目

が費色くなる等

→

眠気を徭すことがあ ります

ロ やの どが渇い たり4尿が出 にくくな る ことがあ ります

以 下の症 状 に気づい たときは、医師 ・薬剤師に申し出て

くだ さい

目がかすむ
・
痛い、物がニロ に見 える等

アキ ネ トン

眠気を 催す こ とがあ ります

口やの どが渇く．尿が出にくい．光をまぶしく感じるこ

とがあります

以下の症状に気づ いた と宕は 、医師 ・藁 劃師 に申し出て

くださ い

魘熟、受汗．顕脈 ．筋肉の こわ ばる等

目がか すむ、二 重 に見える．暇が痛い等

→

眠気を催す こ とが あ ります

以 下の癧状に気づいた ときは 、頃師 ・薬剤師に 申し出て

ください

発熱、脈が遮くなる．筋肉が こわばる．口 の まわ りの動

きが いつ もと違う等

激しい腹痛．けい れん．皮膚や自目が賀色くな曷

A

図 7 ．校閲後の 変 更 例 （副作用）

と を考慮すると，提供率は極めて高 い と判断 され

る．さ ら に
， 当初発行 が 困難と思われた精神科に

お い て も60％以上 の 提供率を示 して お り，医師の

十分 な理解が得 られて い る と考 え られ る．こ の 要

因と して は ，院内全体で情報提供に対する意思 の

疎通を図 っ た こ と，および医師に特殊薬効の 記載

を含め て ，薬効，副作用等の表現の 校閲を依頼 し

た こと等が大 きく影響 して い ると思われる．

　
一．
み ，患者か らの 反応 と して は ，大変理解 しや

すい との 感触が得 られるに伴 っ て ，副作用の 症状

に対す る相談件数 も増大 した．さらに ，副作用 を

報告 した こ とに よ っ て薬剤が変更に な っ た等の 事

例が み られるなど，副作用に 対する関心 が高ま っ

て きたもの と判断で きる．こ れ らの 椙談内容の う

ち，重篤な副作用 の 疑い があ る事例に つ い て は ，

医師に通知する な どの 措置を して お り，適正使用

の 推進を図る当初の 目的に沿 っ た患者対応 が可能

に な っ て きたと思われる．また ，副作用に よる服

薬回避 の 訴え は現在 の と こ ろ認め ら れ て い な い ．

　薬剤情報 をただ単に提供する こ とが ，薬剤師法

25条の 2に お ける薬剤師の 義務を
．
果たす こ とで は

決 し て な い ．提供 し た情報に よ っ て患者が薬剤に
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めまい、ふ らつ きが現れ る こ とがあ ります

以下 の症 状に 気づい た と きは、医師 ・薬剤師 に

し出て 下 さ い

発熱．の どの痛 み、体が だる い 、目の 充 血、口内

炎、皮膚が紅 くなる 等

手足 に 紅い あ ざが で き る、鼻や 歯 ぐきか ら出血

る、顔色が悪 くなる等

顔や手足がむ くむ、尿量 が少な くなる、関節痛、
尿 に血が混 じる等

一 コ
一 コ
一 コ

特殊効能3A

圓
特 殊効能3B

口
特殊効能3C

口

メニ エ
ー

ル 病 の症状 〔めまい な ど） を改 善す る薬

で す

一
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一 コ

図 8．薬剤デー
タ管理 作業画面

（

関心 を持ち ，積極的に 薬物療法に 参加する と同時

に ，薬剤に よる被害 を未然に防ぐこ と が 具現 され

ては じめ て薬剤師が 医療を担 う
一一

員 として の 役割

を果たす こ とがで きた と い える．すなわち，情報

が患者に有効 に利用 されなければ ，情報 の 価値は

低 く，提供する意義 は極め て 小 さい もの と な る ．

薬剤帥に科 せ られ た 義務は ，あ くまで 「薬剤の 適

lLl使用」に 結びつ く情報提供で あり，最終的に は

適正 な医療 の 遂行に あ る ．今回作成 した 「お薬の

説明書」は ，患 者が 自らの 治療に参加で き得る情

報で あ り，い たず ら に不必 要な情報 まで付加 した

もの で はな い ．そ の 意味で ，薬剤部 i導 の 形で 医

師の 内容校閲 と い う協力を十 分 に得 られ た こ と

が ，シ ス テ ム の 構築に 結びつ い た大 きな要因と思

われ る．
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